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総合的な学習（未来学習）の取り組み

経験を統合し，よりよい生き方を創造する総合的な学習

学習指導要領にあるように総合的な学習の時間（以下 「未来学習」とする）とは，子ども，

一人一人が主体的，創造的に学ぶ中でよりよく問題を解決する資質や能力を培う場，自己の生

き方を考える場にほかならない。

このことに鑑みて，私たちは，未来学習の学びを以下のように特徴付けた。

○ 学びの対象は，多様な要素を併せもち，社会に位置付く現実的課題とする。
○ 子どもは，対象に対して多様なアプローチを行い，その解決の手がかりを自己が生活・
教科の学びで培った全人的な資質・能力に求めていくものである。

○ 課題解決に向けてかかわりを求める他者は，学習集団のみならず，様々な思いや願い
をもって生きる現実社会の人々である。

以上のことから，私たちは研究テーマを上記のように設定した。

１ 培いたい資質・能力
（１）これまでの捉え

これまで本校では 「自然 「人 「文化」という３領域の学習を経る中で，学習対象への理， 」 」

解（対象理解）とともに，以下のような「情報活用能力」と「コミュニケーション能力」の育

成を図ってきた。

情報活用 コミュニケーション
能力 能力

これまでの生活・教科等の学びで培った既習・生活経験・感性

【情報活用能力】

参画態度 実践力 特性理解

情報を扱う際の心構えや責任感 生活や教科等の学びを生かし，必要 情報の影（モラル，マナー）や情

等を踏まえ，自ら情報を受信・発 な情報を収集・判断・創造し，適切に 報の特徴（目的にふさわしいものな

信する対象を拡げていく態度 発信しながら問題を解決していく力 ど）に対する正しい理解

【コミュニケーション能カ】

協働態度 実践力 特性理解

協調性や自己開示，相手にきち 自分 考え方 風土 言語 文化等 コミュニケーションの構成要（ ， ， ， ）

んと向き合う態度，相手から学ぼ とは異ったものをもつ人とかかわり 素や構造に対する理解

うとする姿勢などを総称した態度 合いながらよりよく情報交流する力

（２）これまでの３観点から教科と同じ４観点への移行

平成 年の学習指導要領の改訂では，総合的な学習の時間においては各教科で身に付けられ15

た知識や技能を相互に関連付け，総合的に働くことをめざすことが明記された。さらに 「確，

かな学力」の育成に当たっては，知識や技能と「思考力」等との関連付けも求められている。

そこで，本校では各教科との関連を明確にするために 「情報活用能力」や「コミュニケー，

ション能力」を，これまでの３観点から，各教科と同じ４観点に分類・整理することにした。

したがって，この４観点への移行は評価についても適用されることになる。加えて，未来学

習においても「子どもたちに確かな学力をはぐくみ，それを評価して伝えたい」という願いか
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ら，３段階評価を行い，その結果を子どもたちや保護者に伝えている。

【これまでの３観点から４観点へ分類・整理】

実 践 力 特 性 理 解参画態度・協働態度

関心・意欲・態度 思考・判断 技能・表現 知識・理解

なお，本年度は未来学習においても「思考力」の育成を中心に研究を進めている。今後は技

能・表現，知識・理解等の他観点においても各教科，さらには道徳との関連性について探って

いきたいと考えている。

（３）評価規準の見直し

未来学習で育成したい資質・能力を３観点から４観点に移行するということは，上図のよう

に，これまでの「実践力」という観点を「思考・判断 「技能・表現」という観点に分類・整」

理することだけにとどまるものではない。そのことに伴い，これまでの３観点によるマトリッ

クス（評価規準表）も，自ずと修正を迫られることとなる。４観点によるマトリックスの作成

が必要となってくるのである。

マトリックスの作成に当たっては，次のような点に留意した。

第一に，これまで「実践力」として位置付けられていた評価規準は，全てを「思考・判断」

「技能・表現」の評価規準として位置付けた。これまでのマトリックスが３観点であったとい

えども，これらは子どもたちに是非，未来学習において育成したい資質・能力だったからであ

る。

第二に，これからの子どもたちに育成したい資質・能力として，新たに位置付ける必要のあ

るものは付け加えることにした。近年，子どもたちを取り巻く環境は大きく変化し 「リテラ，

シー 「モラル 「マナー」等に関する教育の必要性は，日に日に増していくばかりである。」 」

こうして出来上がったのが，下のマトリックスである（ コミュニケーション能力 。「 」）

【例「コミュニケーション能力」の修正】
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２ 各教科の「思考力」を転移・活用する場面の適切なユニットへの位置付け

私たちは 章で示した各教科の「思考力」を未来学習の中で育成するため，以下のような手Ⅲ

順でユニットに位置付けることとした。

（１）未来学習と関連性のある各教科の「思考力」の部分を明確にする

未来学習での「思考力」と各教科の「思考力」とを比較し，ユニットで活用できる関連性の

ある「思考力」を明確にする。

【例 中学年「情報活用能力 】」

（２）取り扱う各教科の「思考力」を決め，適切な場面に転移・活用を図る活動を位置付ける

「 」 ， ，各教科の 思考力 を未来学習で発揮させるためには 子どもがもっているそれらを把握し

ユニットに適切に位置付けなければならない。

そこで，各教科の年間評価計画の評価規準を基に，既習経験として子どもがもつ「思考力」

を確認する。そして，ユニット全体計画に書かれた「主な活動過程と子どもの意識」の項目内

容とを照合し，活動過程を修正したり，転移・活用する「思考力」を取捨選択したりするので

ある。

また，上図の思考・判断の規準では，学習活動の情報を収集する場面では「情報の要点を見

出すこと」が，情報を創造する場面では「複数の情報を比較すること」が 「思考力」にあた，

ると考えられる。この前者に関係する教科の「思考力」は情報を収集する場面で，後者に関係

する教科の「思考力」は情報を創造する場面でそれぞれ転移・活用することが効果的であろう。

このように，これまでの本校の実践と見直した「情報活用能力」と「コミュニケーション能

力」のマトリックスを照合して分析すると，各教科の「思考力」は，未来学習の下表のような

場面で関連付けられていることも明らかになってきた。

【各教科の「思考力」が未来学習で主に発揮される場面】

国 語 社 会 算 数 理 科 生 活 家庭科 図 工 音 楽 体 育

○ ○情報を収集する場面

○ ○ ○ ○ ○ ○情報を創造する場面

○ ○ ○ ○ ○情報を発信する場面

本校では，こうした各教科における「思考力」の転移・活用を図る活動をユニット全体計画

の適切な場面に位置付けている（次頁ユニット全体計画参照 。）

そして，各教科の学習で作成した表現物の提示や助言によって「思考力」を発揮した場面や

一般化した思考様式を想起させたり，Ⅲ章で示した各教科の学習指導レベルの支援を行ったり

して，各教科の「思考力」をより確かなものとして身に付けることができるようにしている。

もちろん，中学年の「複数の情報を比較して共通点や差異点を考える」という「思考力」が

それ以後の社会科や理科等の学習場面で発揮されることがよくあるように，未来学習で強化さ

れたこれらの「思考力」は再度，各教科において転移・活用されてゆくこともある。

中学年 情報活用能力の思考・判断（一部抜粋）

要点を見出したり 複数の情報を比較してその○情報の ，
することができる。共通点・差異点を考えたり

国語科

言葉とそれが指し示す意味について吟味する力

理 科

比較する能力

生活科

経験で得た情報と新しく得た情報を結び付ける力
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【全体計画例 第４学年前期ユニット「つながる・広がる 人と人 】」

３ 未来学習で重点的に育成する「思考力」

でも述べたが，未来学習においては，各教科で育成した「思考力」を関連付ける１（３）

だけでなく，本学習でこそ重点的に育成する必要のある「思考力」の育成もめざさなければな

らない。例えば 「情報機器の特性」や「交流相手の特性や状況」に応じた思考である。これ，

らの「思考力」は，情報機器を活用したり，校外の人々と関わったりすることの多い未来学習

でこそ，重点的に育成することが望ましい。

そこで，私たちは，前年度までの実践を基に，上記のような未来学習で重点的に育成すべき

「思考力」を明確にするとともに，その力の育成に向けた，ユニット全体計画への位置付け方

を検討している。

４ 「思考力」育成に向けた学習形態の工夫

未来学習は，個，小集団，学級集団の間を往復運動しながら，問題解決を図っていくことが

多い。本校では，この往復運動が１つのユニットの中に何度も現れるよう，計画を作成している。

こうすることで，同じ「思考力」が個，小集団，学級集団の学びの中で，複数回位置付けら

れることになり，その確実な定着を図ることができる。

また，未来学習は「全体の課題」→「小集団の課題」→「個の課題」と階層化して，問題解

決をしていくことが多いため，教科学習に比べ 「全体の課題」と「個の課題」の距離が遠く，

なってしまう。その結果 「全体の課題」と「個の課題」の間にズレが生じてしまうことも少，

なくない。これを防ぐためには，個，小集団，学級集団間の往復運動を何度も繰り返し，絶え

ずそれぞれの追究課題を照らし合わせる必要があるのである。

このような階層化された課題間の整合を吟味することは，未来学習でこそ重点的に育成する

ことのできる「思考力」であるといえよう。


